
 

 

 

 

 

 医療、福祉、経営それぞれの分野で活躍されている 209 名の方

が、評価者になるための第一歩「評価者養成講習」を受講しまし

た。今年度の評価者養成講習は、8 月 29 日から 11 月 9 日にかけ

て実施し、20 代の若者から豊富な業務経験のある 70 代の方まで

幅広い年齢層の方々が受講されました。演習ではそれぞれの専門

分野を生かした活発な意見交換がされる場面もあり、これまでの

経験に加え、さらに幅広い視点が養われたようです。そして、講

習終了後、受講者からは「これからが勉強だ！」といった意欲的

な声が多く寄せられました。 

 全６日間、延べ 40 時間余りにわたり、毎日膨大な宿題が課されるこの講習を受講し、評価

現場での実習を終えた新たな評価者の方の中には、早くも東京の福祉サービス第三者評価のフ

ィールドで活躍している人もいます。 

 

 

 高齢分野、障害分野、保育分野とさまざまなサービスに対し質の高い第三者評価を行うため

に、評価者にはより専門的な知識を身に付けることが求められています。また、組織マネジメ

ントを評価するにあたっては、それぞれの現場でどんな取組みをしているのかを認識すること

も必要となります。  
 評価推進機構では、これら評価者にとって必要な学習を支援する研修として評価者フォロー

アップ研修（専門コース）を実施しています。このうち、前号では「保育基本編」と「経営基 
本編」を紹介しましたが、その後、「援助技術」「知的障害のある人への、一人ひとりに応じた

支援とは」を実施いたしました。そのうち今回は「知的障害の…」を紹介します。  
 研修初日に、立教大学コミュニティ福祉学部の赤塚光子教授を

迎えての障害者自立支援法についての講義、知的障害者入所更生

施設パサージュいなぎの山本あおひ施設長よりサービス現場での

さまざまな取組みについての講義をいただいた後、（社福）東京都

社会福祉協議会知的発達障害部会のご協力のもと、都内の知的障

害者入所更生施設で現場体験を行い、障害特性や評価の視点の捉

え方などを議論しました。研修を修了した 57 名の評価者からは、

「この研修で得た障害特性や地域との関わりなどに関する気づき

を評価に活かしたい」といった声があがっていました。 

第 1２ 号 

明日の東京の第三者評価を担う新たな評価者が誕生しました！！ 

～評価者養成講習が終了しました！

質の高い第三者評価を目指した学習を支援するために 

 ～フォローアップ研修（専門コース）実施中！！

 



第三者評価実施事業者のアンケート結果（平成１８年度）から 

 
評価推進機構では、福祉サービス第三者評価を実施した事業者の皆様から評価制度や評価機

関に対するさまざまなご意見をいただくため、アンケート調査をおこなっています。平成 18
年度の事業者アンケートでは、評価を実施した 1,308 事業者のうち 778 事業者から回答を得ま

した（回収率 59％）。 
 
評価を実施した事業者の８割以上が「満足」と回答しています 

問 1（1～16）は、評価機関による評価実施のプロセスについての質問項目とその回答です。

問 1 を受けて総合的な感想をきいた質問では、「大変満足」「満足」「どちらかといえば満足」

との回答が合わせて 84.5％となっており、満足傾向にあることがわかります。 
 評価のプロセスごとの質問項目についても肯定的な回答が８割以上となっていますが、「『評

価開始から終了までの、評価機関の連絡や必要に応じた調整』は十分か」を問う項目では「は

い」の回答が 76％と他の質問に比べてやや低い数値となっており、連絡調整を十分におこなっ

て欲しいとの要望があることがうかがえます。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

問１を総合してどの程度満足されましたか
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大変満足 満足 どちらかといえば満足 どちらともいえない どちらかといえば不満 不満 大変不満 無回答

1
評価開始にあたり、評価機関から評価の進め方について、事前説
明確認書にもとづいた十分な説明がありましたか。

2 「利用者調査」は、スムーズに行われましたか。

3 「自己評価」は、スムーズに行われましたか。

4 利用者調査結果はわかりやすいものでしたか。

5
自己評価結果（全職員用と経営層用）をまとめた資料はわかりやす
いものでしたか。

6 「訪問調査」はスムーズに行われましたか。

7 「訪問調査」で今後の向上につながる“気づき”がありましたか。

8
評価者は、評点の基準である標準項目を、根拠となる事実にもと
づいて確認していましたか。

9
「ﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸﾚﾎﾟｰﾄの文章表現や図表などはわかりやすいものでした
か。

10
「ﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸﾚﾎﾟｰﾄ」の内容について、評価機関から十分に説明が
ありましたか。

11
「ﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸﾚﾎﾟｰﾄ」は、利用者調査、自己評価および訪問調査
結果に基づいて、評価機関の分析・解釈を踏まえたものでしたか。

12
「ﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸﾚﾎﾟｰﾄ」は事業者のサービスの実情を良く把握したもの
でしたか。

13
「ﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸﾚﾎﾟｰﾄ」から、事業者として次の一歩につながる具体的
な“気づき”がありましたか。

14 「公表」についての協議は十分にできましたか。

15
評価開始から終了までの、「評価機関の連絡や必要に応じた調
整」は十分でしたか。

16
評価開始から終了までを通して、評価機関は「第三者評価手法」
をよく理解していたと思いますか。

問１「評価機関に関わることについてうかがいます」

86.6%

76.0%

83.3%

86.6%

80.3%

88.2%

85.6%

82.8%

91.4%

81.7%

88.4%

81.2%

83.2%

82.9%

87.8%

92.5%

11.4%

22.0%

14.9%

12.2%

18.4%

11.2%

12.9%

15.6%

7.1%

15.4%

8.6%

15.8%

14.4%

15.4%

10.0%

6.7%

0.9%

1.8%

1.2%

0.9%

0.9%

0.4%

1.4%

1.3%

0.4%

0.8%

1.2%

2.1%

1.4%

0.9%

1.7%

0.4%

1.0%

0.3%

0.6%

0.3%

0.4%

0.3%

0.1%

0.4%

1.2%

2.1%

1.8%

0.9%

1.0%

0.8%

0.5%

0.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

はい

どちらとも
いえない

いいえ

無回答



評価機関の選定にあたって 
 評価機関選定の理由として最も多かった回答は「評価機関としての信頼性」（39％）でした

が、同じく多かった回答が「過去の評価経歴」（38％）でした。このことから、これまでの評

価経験を踏まえ、事業者の置かれている状況や提供するサービスについてよく理解している評

価機関に評価を実施してもらいたい、と考えて評価機関を選んでいることがわかります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 評価推進機構では、今後も事業者アンケート等で寄せられる意見も参考にしながら、よりよ

い評価制度となるよう検討を重ねていきます。第三者評価を実施された際には、是非、事業者

アンケートへのご協力をお願いいたします。 
 
 
 
 
 

 
 

  

去る１２月１３日（木）に開催した認証・公表委員会において、認証申請について審査を行い、４法人

について認証しました。 

この度の認証で、評価機関数は１２６機関となりました。（平成１９年１２月１３日現在） 

 

【新たに認証された評価機関】 

No 認証番号 評価機関名 所在地 

1 機構 07-175 
特定非営利活動法人 グローバルス

カイ 

東京都杉並区南荻窪４－３９－１９ 

ファインクレスト南荻窪４０３ 

2 機構 07-176 ニッチ・リンク・コーポレーション 茨城県龍ヶ崎市小通幸町６９－３ 

3 機構 07-177 
特定 非 営 利活 動 法 人 福祉 推 進機

構アシスト 
東京都北区赤羽１－６２－１３－４０２ 

4 機構 07-178 
日本コンサルティングブレーン 株式

会社 

東京都港区新橋２－２０－１５ 

新橋駅前ビル１号館４階 

  

※評価機関情報は「とうきょう福祉ナビゲーション」で、ご覧いただけます。 

【評価機関を検索する】 

http://www.fukunavi.or.jp/fukunavi/controller?actionID=hyk&cmd=kknlst 

新たに評価機関を認証しました 

※ 平成１８年度事業者アンケート結果は「とうきょう福祉ナビゲーション」に掲載しています。 

  http://www.fukunavi.or.jp   トップページ→第三者評価のページから下記をクリック！ 

  【第三者評価データファイル】→【これまでの取り組み・報告書】→【18 年度年次報告】 

1 第三者評価に対する考え方
2 過去の評価経歴
3 過去の評価内容
4 所属評価者の経歴や資格
5 所属評価者の数
6 評価機関からの提案内容
7 要望等への対応の良さ
8 評価料金
9 知り合い・関係者からのすすめ
10 評価機関としての信頼性
11 その他

問６－③　評価機関に決めたのはどのような理由ですか
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 財団法人 東京都高齢者研究・福祉振興財団主催 

第三者評価セミナー２００８のご案内 

「子どもにとって有意義な第三者評価にするために」～その役割と活用例 

○実際の活用方法は？ ○「サービス推進費」との関係は？ ○受審する目的は？ 

 

このセミナーは、第三者評価制度の果たす役割や補助金のしくみについてきくとともに、実際に

受審した保育所がどのように評価結果を受け止め、活用しているのかをきくことにより、今後の評価

実施への取組みの参考とすることを目的に実施いたします。 

 「保育所では第三者評価をどのように活用しているのか知りたい。」「第三者評価の目的ってどん

なことなの？」etc.興味がある方は是非ご参加ください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

発 行 月  平成１９年  １２月  
編集・発行  東京都福祉サービス評価推進機構  

（財団法人 東京都高齢者研究・福祉振興財団 事業部評価支援室）  
所 在 地  東京都新宿区神楽河岸１－１ セントラルプラザ１３階  
電  話  ０３－５２０６－８７５０  
メールアドレス  hyoka@fukushizaidan.jp 

◆ ２００８年 1 月、２月の予定 ◆ 

１月１５日、２２日 フォローアップ研修（専門コース）【評価の実践例を学ぶ】Ａコース

１月２５日     第三者評価セミナー２００８【保育分野】（立川） 

２月 １日、４日  フォローアップ研修（専門コース）【保育応用編】 

２月 ５日、７日  フォローアップ研修（専門コース）【高齢者福祉編】 

２月 ６日、１３日 フォローアップ研修（専門コース）【評価の実践例を学ぶ】Ｂコース

２月２６日     第三者評価セミナー２００８【保育分野】（新宿） 

 

 ◆日 時  平成２０年２月２６日（火） １３時３０分から１６時３０分まで  
 ◆会 場  角筈区民ホール（新宿区立区民ホール） 
 ◆参加対象 ① 第三者評価または利用者調査を１回程度受審している都内保育所関係者  
       ② 参加を希望する都民  
 ◆定 員  １００名程度  
 ◆参加費  ２，５００円（振込手数料込）  

◆問合せ先 財団法人 東京都高齢者研究・福祉振興財団  
東京都福祉サービス評価推進機構（担当：北堀、中田） 

      tel ０３（５２０６）８７５０ 
＊ 申込方法等の詳細は「とうきょう福祉ナビゲーション」（http://www.fukunavi.or.jp）第三

者評価のページより、【新着情報】をご覧ください。 

（１月に立川でも実施いたしますが、応募者多数のため申込は締め切りました。）  


